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1 9 　 紅 皮 症 を 契 機 に発見された胆嚢癌の 1 例

上 原 彰 史 ・ 白井 良夫
亀山 仁史

・

桑原 明史
伊達 和俊

・ 畠山 勝義
学 大 学 院
･

一

般外科)

ほ 的】 紅皮症と胆嚢癌 の 合併報告 は な い が,

今回, 我々 は紅皮症を契機 に発見した 胆嚢癌 に対

し, 根治術後に皮膚症状が軽快した 1 例を経験 し

た の で 報告す る .

【症例】77 才, 男性 . 掻痔感を伴 い ほ ぼ全 身の 皮

膚科治療に抵抗性 の 紅斑に対 し
, 悪性疾患合併 を

考慮し て 全身精査した と こ ろ
, 胆嚢癌を認 め

,
胆

嚢 ･ 肝床切除 , リ ン パ節郭清術 ( 根治度 A ) を施

行 した . 術後2 病日よ り掻痔 は軽減 し
, 紅 軌 ま消

過 した .

【考察】 紅皮症患者 の 消化器悪性腫蕩合併率 は

1 .4 % 程度と の 報告が ある . 本邦に は2 7 例あり
, 冒

癌 の合併が 有意 に多い ( P - 0 .026) . 胆嚢癌 の 有

病率を考慮すると
,
本症例 の ような胆嚢癌合併例

もあると考えた .

【結語】 紅皮症と胆嚢癌 の 合併例を若干の 文献

的考察を加えて 報告 した .

2 0 　 胆 管 結 石 に 対 す る 腹 腔 鏡 下 手 術

梅 澤 昭 子 ・ 日 高 英 二

石 崎 秀 信 ・ 永 田 浩 一
岩 下 方 彰 ・ 遠 藤 俊 吾
田中淳一・工藤進英

（昭和大学横浜市北部病院
消化器 セ ン タ ー)

【目的】 腹腔鏡下胆管切石術 ( 以下本手術) の

困難例を検討 .

【適応】 全身麻酔可能 で
,
胆嚢胆管療や 重症胆

管炎, 胆道手術または最近2 年間の 上 腹部手術既

往 の な い もの を適応 と した . 術式 : 経胆嚢管法 は

結石が径 8 m m 以下 4 個以下 で
,
三 管合流部よ り

肝側に結石が な い 例
,

こ れ以外は胆管切開法を選

釈 .

【結果】 経胆嚢管法 : 手術適応例 の 約40 % に完

逮 . 胆嚢管 の 剥離お よび カ ニ ュ レ ー

シ ョ ン に 困難

例があ っ た . 胆管切開 : ほぼ全例に完遂可能だが ,

出血およ び乳頭部 の 陥頓結石 に 困難例 が あ っ た .

陥頓結石は E H L で 対処 し
, 制御不 能な 出血 で は

開腹移行 .

【まとめ】 本手術 の 困難例 は胆嚢胆管炎後 の 療

痕化が多い
. 完遂に は炎症経過後症例 で の 剥離 や

カ ニ ュ レ ー

シ ョ ン の 手技 に習熟する こ とが必要 で

ある .

2 1 　 エ ン ド ト キ シ ン 吸 着 療法が著効 したイ レウス

に よる小腸穿孔の 1 例

鈴 木 聡 ・ 三 科 武
角南 栄 二 ・ 小向慎太郎
大滝雅博・ 遠藤 誠
磯田学・ 松原 要

一(
鶴岡市立 荘内病院
外科 )

症例は69 歳
,
男性 . 1 1 年 3 月 8 日上 行結腸癌術

後の イ レ ウス に対しイ レ ウ ス 管による減圧が不成

功で
,

シ ョ ッ ク状態と なり緊急手術 を施行 . 術前

エ ン ドトキ シ ン値は 19 9 p g / m l
. 開腹 する と

, 腸

管癒着部 の 口側で 穿孔を認め空腸切除術を施行し

た . 術直後血圧 70
,
心拍 数 130 , 血小板数 3 .2 万

,

エ ン ドトキ シ ン 値 160 9 で エ ン ドトキ シ ン シ ョ ッ

ク ,
D IC

,
呼吸不全 の 状態であ っ た . 集学 的治療を

行 い
,

エ ン ドトキ シ ン 吸着を術 当日 , 1 P O D の 2

回施行 .
エ ン ドト キ シ ン 値 は 1 P O D が 1355

,
2

P O D が 143 で以後 DIC の 改善, カ テ コ ラ ミ ン 減

量, 呼吸器 の 離脱が可能 で
, 第72 病日に退院. 重症

エ ン ドトキ シ ン シ ョ ッ ク に対 し吸着療法が著効 し

た 1 例 で あ っ た .

2 2 　 グ リ セ リ ン 浣 腸 の 直 腸外注入に より血液透析

を必要と した 1 症例

島田能史・ 小林
松尾 仁之

孝

(究幕
臨港総合病院

)
症例 は60 歳女性 . 右乳癌 の 診断 で 手術 目 的に入

院 した . 術前グリ セ リ ン洗腸施行中に 強 い 疹痛を

訴え
, 直腸診 で は虻門内か ら の 出血 と直腸粘膜 の

欠損を認め た . 品腸後か ら 自尿 は無く なり, 約1 0

時間後 の 導尿で は少量 の 血尿 が得られ た . 洗腸時

の 直腸穿破お よ びグリ セ リ ン 液の 直腸外注入によ

り高濃度 の グリ セ リ ン液が血中に入る と
,
赤血球

の膜障害か ら溶血を引き起 こ し
,
腎不全を発症 す

る可能性があると され て い る . 本症例は 強制利尿

に も反応無く
,
混腸翌日に は腎不全と な っ た た め




